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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

■実施スケジュール結果

■得られたノウハウの共有・発信

・発達障がい児を持つ母親達に、日常の問題解決を図る学習会を提供し、同時に、母親同士の交流及び情報交換が出来る

機会を設ける。

・ワークショップ「チャットde学習会」９月開講　　全４回開催

・ワークショップ「チャットde学習会」５月開講　　全３回開催

・ワークショップ「チャットde学習会　Q&A」の冊子作成

■活動目標

■得られた成果と今後の課題 ■受益者や地域社会の変化

■長期成果
・発達障がい児の子育てについて、具体的な方法がわかり、親子共に家庭での暮らしが安定していく。

また、これらの支援方法を母親が学校・園等へ具体的に提示していく事で子どもの学校・園生活も安定していく。

■各スケジュールごとの活動内容■活動結果（概要）

　発達障がい児の母親たちが、専門家の助言を得ながら、日常の問

題解決を図る学習会を実施し、同時に、母親同士の交流会及び情

報交換を行った。

　また、学習会の相談内容から21題を「Q&A集」として冊子にまとめ

300部作成した。内100部は、地域の児童福祉施設、障がい支援に

関わる団体等へ発送し、残りは、随時、新たに繋がってくる母親たちへ

の「Ｑ＆Ａ集」として利用したり、児童施設（学校・園等）への啓発

に使用する予定。

Ｈ29.9～Ｈ29.12

Ｈ30.5～Ｈ30.7

Ｈ29.9～Ｈ30.８
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活動名
発達障がい児を持つ母親の為のワークショップと

ネットワーク作り

いえいく。会

子どもの健全な育成を支援する活動

⑤障がい、難病の子どもの支援活動

・地域の児童施設や障がい施設団体等へ冊子を配布

することで障がい支援に対する考え方を知ってもらえた。

施設によっては冊子に掲載されている支援方法を導入

している団体もある。

・「チャットde学習会」を開催する団体が他地域より出て

きた。奥平氏と本会とが確立したSNSを使った学習方

法で行われている。

　今後も本会のモデルケースが他地域へ波及していくと

考えられる。

・奥平氏がFBにて冊子の投稿（画像３参照）をされ

た事により、全国から冊子の問い合わせがあった。また、

奥平氏の会社「おめめどう」より冊子を自社で増刷した

いという申し出もいただいている。

 《得られた成果》

・参加者の我が子への具体的な手立てがわかり、親子

共に穏やかな暮らしが持てる様になってきた。

・支援方法や情報をシェアできたことにより、未就学児や

低学年の児童の母親達が将来の見通しが持てた。

・学習会の相談内容から21題を冊子にまとめることがで

きた。冊子には、発達障がい児の母親なら誰もが経験

する悩みを掲載した。

・地域の児童施設及び障害施設団体等へ100部発

送した。

《今後の課題》

 仕事をしている母親が増えてきているため、平日の学習

会に参加することが難しい状況がある。今後は、時間や

曜日の調整を行い、交流や情報交換は休日に場を設

けることも検討していく。

 《受益者の変化》

・発達障がい児を持つ母親

　→発達障がい児への具体的な支援方法を知った。

　→情報等をシェアしたことで不安が和らいだ。

　→家庭での暮らしが親子共に落ち着いてきた。

・児童施設の職員

　→支援対象となる児童の母親に本会を紹介している。

　→本会で開催する企画に興味を持つ様になってきた。

《地域社会の変化》

・東海市の自立支援協議会にて本会の学習会等が紹

介される様になってきた。

・地元のケーブルテレビ局より「取材をしたい」という申し出

があった。

・愛知県の優良家庭教育推進組織の表彰団体として

東海市より推薦をいただいた。

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

活  動  風  景

<チャットde学習会> <冊子「チャットde学習会　Q&A」> <アドバイザーのFBにて冊子の紹介>

助成金額

　　500,000円
（団体名）いえいく。会

（ホームページ）：http://ieiku.web.fc2.com/ 助成期間

H29.9.1～H30.8.31


